
科目目的・到達目標

　コンピュータ技術のおかげでさまざまなことが可能になりました。これから学ぶデザインの世界でも、

様々な場面でコンピュータを用いることになります。この授業では直感的にソフトウェアの使い方を習

得しながら、コンピュータを表現のツールとして使えるようになることが目標です。

2016年度 東北芸術工科大学 プロダクトデザイン学科

コンピュータ基礎演習 授業概要
2016年4月4日

授業日程 ： 前期 火曜 ４時限 【14:00～15:20】 ・５時限 【15:30～16:50】 　教室 ： 本館 207 講義室
授業担当 ： 酒井 聡 　TA ： 中島 瑞紀（PD 大学院1年） ・ 長瀬 未来（PD 4年）

授業内容
コンピュータ基礎演習で学べること

　コンピュータ基礎演習では下記のアプリ
ケーション（コンピュータ上で実行するソフト
ウェア）の基本的な使い方を学びます。

■ Adobe （アドビ）
Illustrator、Photoshop

■ Microsoft （マイクロソフト）
Word、Excel、PowerPoint

　これらのアプリケーションの多くは、大学生
活中は勿論、卒業し社会に出てからも扱うこと
の多いアプリケーションになりますので、この
授業内でしっかりと基礎を身につけるように
しましょう。
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評価方法

最終課題、テストおよび授業態度を総合的に評価します。

※ 欠席/原則として認めません。

いかなる理由（忌引・インフルエンザなどの感染症は含みません）であっても、欠席は欠席としてカウントします。

それ以外は次のルールに従います。（欠席１日＝-5点、2日＝-10点、3日＝-15点、4日＝-20点、5日=F）

※ 遅刻/原則として認めません。

止むを得ない理由により遅刻する場合15分まで出席と認める。

それ以降は欠席とみなします。 （遅刻３回で欠席１回の扱いになります。）　　

授業概要

　コンピュータとインターネットに慣れ親しみ、デザインツールとして自在に使える能力を身につける

と同時に、基礎的な知識とモラルを学ぶことにより、技能と知識の両面でバランスのとれたコンピュータ

リテラシーの習得を目標としています。そして、さまざまな可能性を秘めたコンピュータを自分のものと

し、演習課題、レポート作成、表現活動に実践的に役立てられるようにします。

　本演習ではそれらの基礎としてのコンピュータの扱い方、文書の作り方、表計算の方法、グラフィック

表現、プレゼンテーション方法等について、第三者へ伝達表現できるように総合的に学びます。　

注意事項

　例年コンピュータの授業であるのにも関らずコンピュータを忘れる学生がいます。コンピュータを忘

れると授業に出席する意味がありませんので、その場合「欠席」扱いとします。 また、コンピュータの電源

アダプタやマウスを忘れてくる学生も多くいます。 必ず持参するように十分に注意してください。

教科書  （必ず購入するもの）

Word&Excel&PowerPoint
のスキルが身につく本

（著：野々山美紀、浜崎央、木下

貴博・刊：マイナビ）



参考書  （任意で購入するもの）

伝わるデザインの基本 よ
い資料を作るためのレイア
ウトのルール

（著：高橋 佑磨、著：片山 な

つ・刊：技術評論社）　　　

デザインのセオリーから学
ぶ  P h o t o s h o p  &  
Illustratorの教科書

（著：高橋としゆき、長井美樹、

佐々木拓人、大里浩二・刊：実

教出版）　　

授業スケジュール

　コンピュータ基礎演習では、下記の予定で様々なソフトウェアを取り上げ具体的に作品を作りなが

ら、その使い方を学んでいきます。また、授業内で習得した全ての技術を用いて最終課題を制作し、その

作品をプレゼンテーションを行います。授業の最終週では授業内で取り上げた専門用語・知識を問う試

験を行います。

　下記の授業スケジュールは、おおよその目安であり受講した学生の皆さんの理解度・習熟度に応じて

変更することがあります。

1．ガイダンスとPC操作の基本事項について（第1週）

2．Adobe Illustrator編（第2～6週）

◇基本操作と事例紹介

◇文字レイアウトの練習

◇Illustratorによるレンダリングの練習

◇課題イラスト作成

◇ポートフォリオ作成練習

3．Adobe Photoshop編（第7～10週）

◇基本操作と事例紹介

◇解像度の理解

◇画像補整練習

4．Microsoft Word、Excel編（第11～12週）

◇基本操作と事例紹介

◇文書作成の練習

◇表計算の練習

5．Microsoft PowerPoint編（第13週）

◇事例紹介

◇プレゼンテーションの実践的練習

6．試験と解説（第14週）

　授業内で取り上げた専門用語・知識などを問う試験を行います。

7．最終プレゼンテーション（第15週）

　コンピュータ基礎演習で習得した技術を総合的に用いてプレゼンテーションを行なってもらいます。
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授業計画
コンピュータ基礎演習の授業の流れ

　コンピュータ基礎演習での授業計画は右の

とおりですが、より質の高い表現力・プレゼン

テーション力を養うためには授業や課題以外

でいかにソフトウェアに触れ慣れることが重

要になります。

　授業で取り上げたソフトウェアについては

遊び・趣味でも構いませんので、日常的に扱う

ように心がけましょう。


